
　
　

参
加
申
込
書

参
加
申
込
書
は
　
日
ま
で
、

日
ま
で
、

2626

企
画
提
案
書
な
ど
は

企
画
提
案
書
な
ど
は
６
月
　2222

日
ま
で
受
け
付
け
る
。

日
ま
で
受
け
付
け
る
。
同
　2929

業
務
」
に
係
る
公
募
型
プ
ロ

業
務
」
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
を
公
示
し
た
。
単

ー
ザ
ル
を
公
示
し
た
。
単
独

企
業
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
を
対
象

企
業
ま
た
は
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に

　
安
来
市

安
来
市
は
　
日
、「
令
和

日
、「
令
和
５

1515

年
度
安
来
市
森
林
航
空
レ

年
度
安
来
市
森
林
航
空
レ
ー

ザ
計
測
及
び
森
林
資
源
解

ザ
計
測
及
び
森
林
資
源
解
析

せ
た
同
工
事
は
現
在
、
橋

せ
た
同
工
事
は
現
在
、
橋
脚

を
囲
む
形
で
打
設
さ
れ
た

を
囲
む
形
で
打
設
さ
れ
た
シ

ー
ト
パ
イ
ル
（
鋼
矢
板
）

ー
ト
パ
イ
ル
（
鋼
矢
板
）
を

切
断
し
、
こ
れ
を
特
殊
機

切
断
し
、
こ
れ
を
特
殊
機
械

の
ク
リ
ア
パ
イ
ラ
ー
で
引

の
ク
リ
ア
パ
イ
ラ
ー
で
引
き

抜
く
撤
去
作
業
を
行
っ
て

抜
く
撤
去
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
松
木
氏
は
、
河
川
工

る
。
松
木
氏
は
、
河
川
工
事

な
ら
で
は
の
特
徴
と
し
て

な
ら
で
は
の
特
徴
と
し
て
、

水
質
を
汚
さ
な
い
よ
う
汚

水
質
を
汚
さ
な
い
よ
う
汚
濁

防
止
膜
を
設
置
し
て
い
る

防
止
膜
を
設
置
し
て
い
る
こ

と
や
と
や
、　

ｔ
ク
レ
ー
ン
を

ｔ
ク
レ
ー
ン
を
備

8080

え
た
作
業
台
船
（

え
た
作
業
台
船
（
８
０
８
０
０

ｔ
）
と
材
料
台
船
（

ｔ
）
と
材
料
台
船
（
３
０
３
０
０

ｔ
）
を
使
用
し
て
い
る
こ

ｔ
）
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

を
学
生
た
ち
に
伝
え
た
。

を
学
生
た
ち
に
伝
え
た
。
ま

た
、
降
雨
量
が
多
く
な
る

た
、
降
雨
量
が
多
く
な
る
出

水
期
は
河
川
工
事
が
で
き

水
期
は
河
川
工
事
が
で
き
な

く
な
る
と
し
、
「
こ
の
橋

く
な
る
と
し
、
「
こ
の
橋
で

は
１
年
で
年
で
１
橋
脚
し
か
補

橋
脚
し
か
補
修

で
き
な
い
」
と
述
べ
た

で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。

施
工
状
況
を
見
学
し
た

　
施
工
状
況
を
見
学
し
た
あ

と
、
学
生
た
ち
か
ら
は
「

と
、
学
生
た
ち
か
ら
は
「
汚

濁
防
止
膜
の
下
（
水
中
）

濁
防
止
膜
の
下
（
水
中
）
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」

「
完
成
は
い
つ
頃
か
」
「
最

「
完
成
は
い
つ
頃
か
」
「
最
終

的
な
利
益
は
い
く
ら
か
」

的
な
利
益
は
い
く
ら
か
」
な

ど
の
質
問
が
あ
が
り
、
松

ど
の
質
問
が
あ
が
り
、
松
木

氏
ら
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

氏
ら
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

回
答
し
て
い
た

回
答
し
て
い
た
。

年
の
年
の
７
月
　
日
ま
で
を
工

日
ま
で
を
工
期

3131

と
し
て
い
る

と
し
て
い
る
。

見
学
会
で
は
、
は
じ
め

　
見
学
会
で
は
、
は
じ
め
に

現
場
代
理
人
を
務
め
る
渡

現
場
代
理
人
を
務
め
る
渡
邊

真
毅
氏
が
同
工
事
の
目
的

真
毅
氏
が
同
工
事
の
目
的
や

施
工
フ
ロ
ー
を
説
明
。
監

施
工
フ
ロ
ー
を
説
明
。
監
理

技
術
者
の
松
木
博
氏
は
、

技
術
者
の
松
木
博
氏
は
、
現

在
の
進
捗
状
況
な
ど
を
分

在
の
進
捗
状
況
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
解
説
し
た

り
や
す
く
解
説
し
た
。

橋
脚
巻
立
て
工
を
完
了

　
橋
脚
巻
立
て
工
を
完
了
さ

河
川
特
有
の
工
事
内
容
に

河
川
特
有
の
工
事
内
容
に
興

味
を
示
し
、
幅
広
い
土
木

味
を
示
し
、
幅
広
い
土
木
の

仕
事
へ
関
心
を
深
め
て

仕
事
へ
関
心
を
深
め
て
い

た
。見

学
し
た
同
工
事
は
、

　
見
学
し
た
同
工
事
は
、
新

己
斐
橋
の
耐
震
性
能
を
満

己
斐
橋
の
耐
震
性
能
を
満
足

さ
せ
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ

さ
せ
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
脚

ト
橋
脚
１
基
を
補
強
す
る

基
を
補
強
す
る
も

の
。
広
島
市
西
区
役
所
建

の
。
広
島
市
西
区
役
所
建
設

部
地
域
整
備
課
発
注
で
、

部
地
域
整
備
課
発
注
で
、
今

河
井
建
設
工
業
（
河
井

　
河
井
建
設
工
業
（
河
井
光

誠
社
長
）
が
施
工
を
進
め

誠
社
長
）
が
施
工
を
進
め
る

「
新
己
斐
橋
補
修
工
事
（

「
新
己
斐
橋
補
修
工
事
（
４

―
１
）
」
の
現
場
見
学
会

）
」
の
現
場
見
学
会
が

　
日
、
工
事
場
所
と
な
る

日
、
工
事
場
所
と
な
る
広

1111島
市
西
区
福
島
町

島
市
西
区
福
島
町
２
丁
目
丁
目
ほ

か
で
開
か
れ
た
。
見
学
会

か
で
開
か
れ
た
。
見
学
会
に

は
、
広
島
工
業
大
学
専
門

は
、
広
島
工
業
大
学
専
門
学

校
土
木
工
学
科
の

校
土
木
工
学
科
の
１
年
生
　1717

人
が
参
加
。
学
生
た
ち
は

人
が
参
加
。
学
生
た
ち
は
、

河井建設工業

広
工
大
専
門
学
生
㮇
人
が
参
加

17

新
己
斐
橋
補
修
の
現
場
見
学
会
開
く

見学会開始前に留意事項を聞く学生たち

シートパイルを撤去するようす

区
、
大
島
地
区
を
主
体
と

区
、
大
島
地
区
を
主
体
と
し

て
周
辺
地
域
か
ら
の
受
け

て
周
辺
地
域
か
ら
の
受
け
入

れ
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

れ
態
勢
を
整
え
て
い
る
。
ま

た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
に
も
対

た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
に
も
対
応

し
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

し
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
よ
る
遠
隔
操
作
や
稼

末
に
よ
る
遠
隔
操
作
や
稼
働

状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た

な
っ
た
。

再
生
し
た
骨
材
は
、
隣

　
再
生
し
た
骨
材
は
、
隣
地

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト

で
製
造
す
る
再
生
ア
ス
フ

で
製
造
す
る
再
生
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
混
合
物

ル
ト
混
合
物
１
ｔ
に
対
し

ｔ
に
対
し
て

１
０
１
０
０
手
～
６
０
６
０
０
手
を
使
を
使

用
す
る

用
す
る
。

日
立
建
設
東
山
口
ア
ス

　
日
立
建
設
東
山
口
ア
ス
コ

ン
は
、
日
立
建
設
（
宇
部

ン
は
、
日
立
建
設
（
宇
部
市

善
和
善
和
５
９
１

５
９
１
―
３
、
上
村

、
上
村
隆

晃
代
表
）
が
、

晃
代
表
）
が
、
１
９
６
６

１
９
６
６
年

に
自
社
プ
ラ
ン
ト
と
し
て

に
自
社
プ
ラ
ン
ト
と
し
て
柳

井
市
に
設
置
。

井
市
に
設
置
。
２
０
１
２

２
０
１
２
年

か
ら
は
再
生
骨
材
を
使
用

か
ら
は
再
生
骨
材
を
使
用
し

た
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混

た
再
生
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合

物
の
製
造
に
も
着
手
。
地

物
の
製
造
に
も
着
手
。
地
域

社
会
に
根
ざ
し
た
企
業
で

社
会
に
根
ざ
し
た
企
業
で
あ

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

今
後
も
環
境
に
配
慮
し
た

今
後
も
環
境
に
配
慮
し
た
事

業
展
開
を
行
っ
て
い
く

業
展
開
を
行
っ
て
い
く
。

の
『
令
和

の
『
令
和
４
年
度
山
口
県

年
度
山
口
県
廃

棄
物
棄
物
３
Ｒ
等
推
進
事
業
』

Ｒ
等
推
進
事
業
』
の

補
助
金
を
活
用
し
た
。
工

補
助
金
を
活
用
し
た
。
工
事

は
昨
は
昨
年
　
月
に
着
工
し
、

月
に
着
工
し
、
今

1111

年
３
月
に
竣
工

月
に
竣
工
。

　
新
し
い
プ
ラ
ン
ト
は
中

新
し
い
プ
ラ
ン
ト
は
中
山

鉄
工
所
製
。
敷
地
面
積
は

鉄
工
所
製
。
敷
地
面
積
は
１

２
２
０

２
２
０
釈
。
最
大
処
理
能

。
最
大
処
理
能
力

は
３
２
０

３
２
０
ｔ
／
日
。
柳
井

ｔ
／
日
。
柳
井
地

た
。
　
同
プ
ラ
ン
ト
は
、
道
路

同
プ
ラ
ン
ト
は
、
道
路
工

事
等
で
撤
去
さ
れ
た
ア
ス

事
等
で
撤
去
さ
れ
た
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
殻
を
受
け
入
れ
て

ァ
ル
ト
殻
を
受
け
入
れ
て
破

砕
し
、
主
に
再
生
ア
ス
フ

砕
し
、
主
に
再
生
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
混
合
物
の
原
料
と
な

ル
ト
混
合
物
の
原
料
と
な
る

再
生
骨
材
を
製
造
す
る

再
生
骨
材
を
製
造
す
る
も

の
。建

設
費
は
約

　
建
設
費
は
約
１
億
円
。

億
円
。
県

　
有
限
な
資
源
を
有
効
か

有
限
な
資
源
を
有
効
か
つ

効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と

効
果
的
に
利
用
す
る
こ
と
で

恒
久
的
な
循
環
型
社
会
の

恒
久
的
な
循
環
型
社
会
の
実

現
を
目
指
す
、
日
立
建
設

現
を
目
指
す
、
日
立
建
設
東

山
口
ア
ス
コ
ン
（
柳
井
市

山
口
ア
ス
コ
ン
（
柳
井
市
柳

井
、
草
壁
伸
一
取
締
役
柳

井
、
草
壁
伸
一
取
締
役
柳
井

支
店
長
）
は
、
こ
の
度
、

支
店
長
）
は
、
こ
の
度
、
約
　3030

年
使
用
し
て
き
た
ク
ラ
ッ

年
使
用
し
て
き
た
ク
ラ
ッ
シ

ン
グ
プ
ラ
ン
ト
を
建
て
替

ン
グ
プ
ラ
ン
ト
を
建
て
替
え

ク
ラ
ッ
シ
ン
グ
プ
ラ
ン
ト
を
新
設

日
立
建
設 
東
山
口
ア
ス
コ
ン

新設したクラッシングプラント

草壁伸一支店長左梢と武田大吾工場長

三
次
地
域
へ
の
恩
返
し
と

三
次
地
域
へ
の
恩
返
し
と
感

謝
の
意
を
込
め
て
い
る
」

謝
の
意
を
込
め
て
い
る
」
と

経
緯
を
説
明

経
緯
を
説
明
。

そ
れ
を
受
け
て
福
岡
市

　
そ
れ
を
受
け
て
福
岡
市
長

は
「
今
後
の
施
策
に
活
用

は
「
今
後
の
施
策
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝

せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
を

述
べ
た
あ
と
、
市
の
子
育

述
べ
た
あ
と
、
市
の
子
育
て

に
つ
い
て
「

に
つ
い
て
「
２
０
０
４

２
０
０
４
年
に

合
併
し
て
以
降
、
積
極
的

合
併
し
て
以
降
、
積
極
的
に

子
育
て
支
援
を
進
め
て

子
育
て
支
援
を
進
め
て
き

た
。
今
で
は
他
自
治
体
も

た
。
今
で
は
他
自
治
体
も
取

り
組
み
つ
つ
あ
る
高
校
卒

り
組
み
つ
つ
あ
る
高
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
に

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
に
早

く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

く
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
ほ

か
、
子
供
救
急
医
療

か
、
子
供
救
急
医
療
の
　
時
2424

間
３
６
５

３
６
５
日
対
応
や
保
育

日
対
応
や
保
育
料

の
無
償
化
な
ど
も
実
施
し

の
無
償
化
な
ど
も
実
施
し
、

子
供
達
を
育
む
施
策
を
充

子
供
達
を
育
む
施
策
を
充
実

さ
せ
て
き
た
」
と
こ
れ
ま

さ
せ
て
き
た
」
と
こ
れ
ま
で

の
施
策
を
紹
介
し
た

の
施
策
を
紹
介
し
た
。

同
社
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
同
社
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

が
、
環
境
保
全
や
脱
炭
素

が
、
環
境
保
全
や
脱
炭
素
の

目
標
達
成
は
企
業
単
独
で

目
標
達
成
は
企
業
単
独
で
は

困
難
で
あ
る
と
判
断
。
三

困
難
で
あ
る
と
判
断
。
三
次

市
の
寄
付
活
用
事
業
を
通

市
の
寄
付
活
用
事
業
を
通
じ

て
支
援
す
る
こ
と
で
、
地

て
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域

貢
献
と
自
社
の
取
り
組
み

貢
献
と
自
社
の
取
り
組
み
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て

標
の
達
成
を
目
指
し
て
い

る
。

地
域
人
材
を
育
て
る
、
定

地
域
人
材
を
育
て
る
、
定
着

と
関
係
づ
く
り
の
促
進
事

と
関
係
づ
く
り
の
促
進
事
業

▽
子
育
て
世
代
に
魅
力
的

▽
子
育
て
世
代
に
魅
力
的
な

三
次
づ
く
り
事
業
の

三
次
づ
く
り
事
業
の
２
つ
を

対
象
と
し
、
三
次
小
学
校

対
象
と
し
、
三
次
小
学
校
改

築
と
東
光
保
育
所
整
備
に

築
と
東
光
保
育
所
整
備
に
活

用
さ
れ
る

用
さ
れ
る
。

同
社
応
接
室
で
あ
っ
た

　
同
社
応
接
室
で
あ
っ
た
授

与
式
で
、
鈴
江
社
長
は
「

与
式
で
、
鈴
江
社
長
は
「
建

設
業
界
は
担
い
手
不
足
が

設
業
界
は
担
い
手
不
足
が
社

会
問
題
と
な
る
中
、
市
の

会
問
題
と
な
る
中
、
市
の
地

方
創
生
、
子
育
て
に
対
す

方
創
生
、
子
育
て
に
対
す
る

取
り
組
み
に
共
感
を
覚
え

取
り
組
み
に
共
感
を
覚
え
た

の
が
き
っ
か
け
。
寄
付
に

の
が
き
っ
か
け
。
寄
付
に
よ

り
、
建
設
業
に
限
ら
ず
全

り
、
建
設
業
に
限
ら
ず
全
産

業
の
将
来
の
担
い
手
で
あ

業
の
将
来
の
担
い
手
で
あ
る

子
供
達
を
応
援
で
き
れ
ば

子
供
達
を
応
援
で
き
れ
ば
と

思
う
。
わ
が
社
は
三
次
に

思
う
。
わ
が
社
は
三
次
に
営

業
所
が
あ
り
、
県
北
出
身

業
所
が
あ
り
、
県
北
出
身
の

社
員
も
多
数
在
籍
し
て

社
員
も
多
数
在
籍
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
も
尾
道

る
。
ま
た
、
現
在
も
尾
道
松

江
自
動
車
道
の
仕
事
も
市

江
自
動
車
道
の
仕
事
も
市
内

で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

で
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
縁
の
深

る
こ
と
も
あ
り
、
縁
の
深
い

市
が
募
集
す
る
企
業
版

　
市
が
募
集
す
る
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
寄

る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
寄
付

し
た
も
の
で
、
「
三
次
市

し
た
も
の
で
、
「
三
次
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推

進
計
画
」
の
う
ち
、
▽
新

進
計
画
」
の
う
ち
、
▽
新
た

な
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
り

な
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
り
、

三
次
市

　
三
次
市
は
　
日
、
市
に

日
、
市
に
１

1212

０
０
０
０
万
円
を
寄
付
し
た
山

万
円
を
寄
付
し
た
山
陽

工
業
（
広
島
市
中
区
十
日

工
業
（
広
島
市
中
区
十
日
市

町
１
―
１
―
９
、
鈴
江
克

、
鈴
江
克
彦

社
長
）
に
福
岡
誠
志
市
長

社
長
）
に
福
岡
誠
志
市
長
が

感
謝
状
を
手
渡
し
た

感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

三 次 市

山
陽
工
業
に
感
謝
状

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
㮇
万
円

110000100

通
常
開
催
は

通
常
開
催
は
４
年
ぶ
り
で

年
ぶ
り
で
、

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
「

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
健

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
健
康

寿
命
を
延
ば
し
、
脱
炭
素

寿
命
を
延
ば
し
、
脱
炭
素
社

会
の
構
築
に
寄
与
す
る
」

会
の
構
築
に
寄
与
す
る
」
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
徳

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
徳
納

会
長
（
福
徳
技
研
）
は
、「

会
長
（
福
徳
技
研
）
は
、「
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
脱
炭
素
社

ら
ゆ
る
分
野
で
脱
炭
素
社
会

の
構
築
に
向
け
た
検
討
が

の
構
築
に
向
け
た
検
討
が
進

む
昨
今
、
セ
メ
ン
ト
製
造

む
昨
今
、
セ
メ
ン
ト
製
造
時

に
二
酸
化
炭
素
を
多
く
排

に
二
酸
化
炭
素
を
多
く
排
出

す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
分

す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
分
野

に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
取
組
み
は
喫
緊

ト
ラ
ル
の
取
組
み
は
喫
緊
の

課
題
だ
」
と
強
調
。「
適
切

課
題
だ
」
と
強
調
。「
適
切
な

補
修
・
補
強
に
よ
っ
て
コ

補
修
・
補
強
に
よ
っ
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
健
康
寿
命
を

ク
リ
ー
ト
の
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
撤
去
・
新
設
工
事

ば
し
、
撤
去
・
新
設
工
事
を

で
延
べ
約

で
延
べ
約
１
０
０
０

１
０
０
０
人
が
人
が
来

場
し
た
。
今
後
、

場
し
た
。
今
後
、
８
月
末
月
末
に

か
け
て
東
京
、
大
阪
、
福

か
け
て
東
京
、
大
阪
、
福
岡

な
ど
全
国

会
場
で
開
き

な
ど
全
国
　
会
場
で
開
き
、

1010

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
長

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
長
寿

命
化
の
た
め
の
最
新
知
見

命
化
の
た
め
の
最
新
知
見
を

披
露
す
る

披
露
す
る
。

入
場
制
限
等
を
行
わ
な

　
入
場
制
限
等
を
行
わ
な
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長

ン
ス
協
会
（
徳
納
剛
会
長
、

写
真
）
は
「
コ
ン
ク
リ
ー

）
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
補
修
・
補
強
に

構
造
物
の
補
修
・
補
強
に
関

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
２

３
」
を
広
島
市
中
区
の
Ｊ

」
を
広
島
市
中
区
の
Ｊ
Ｍ

Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で

Ｓ
ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ
で
開

催
。

日
と

日
の

催
。　

日
と
　
日
の
２
日
間

1111

1212

０
０
０

０
０
０
円
だ
っ
た
。
い
ず

円
だ
っ
た
。
い
ず
れ

も
消
費
税
抜
き
の
金
額

も
消
費
税
抜
き
の
金
額
。

入
札
に
は
山
口
建
設
の

　
入
札
に
は
山
口
建
設
の
ほ

か
　
社
が
参
加
表
明
し
て

社
が
参
加
表
明
し
て
い

1616
た
。
な
お
、
そ
の
他
参
加

た
。
な
お
、
そ
の
他
参
加
企

業
、
工
事
概
要
な
ど

業
、
工
事
概
要
な
ど
は
４
面
４
面

入
札
情

入
札
情
報
を
参
照
の
こ
と

を
参
照
の
こ
と
。

梁
上
部
工
事
」
は
、
山
口

梁
上
部
工
事
」
は
、
山
口
建

設
が
設
が
１
億
３
７
７
５

３
７
７
５
万
７
６

２
０
２
０
円
で
落
札
し
た
。
予

円
で
落
札
し
た
。
予
定

価
格
は

価
格
は
１
億
５
０
２
２

５
０
２
２
万
４

山
口
市
契
約
監
理
課
が

　
山
口
市
契
約
監
理
課
が
条

件
付
一
般
競
争
入
札
で
実

件
付
一
般
競
争
入
札
で
実
施

（
開
札

（
開
札
４
月
　
日
）
し
た
「

日
）
し
た
「
西

2828

開
作
下
向
山
中
線
前
田
橋

開
作
下
向
山
中
線
前
田
橋
橋

山
口
建
設
が
㮇
億
円
で
落
札

11..331.3

山 口 市

前
田
橋
橋
梁
上
部
工
事

広
島
県
冷
凍
空
調
工
業

　
広
島
県
冷
凍
空
調
工
業
会

（
淺
田
博
昭
理
事
長
）
は

（
淺
田
博
昭
理
事
長
）
は
５

月
　
日
午
後

日
午
後
１
時
半
か
ら

時
半
か
ら
、

2424
広
島
市
中
区
の
広
島
市
文

広
島
市
中
区
の
広
島
市
文
化

交
流
会
館
で
第

交
流
会
館
で
第
９
回
通
常

回
通
常
総

会
を
開
く
。
総
会
で
は
、

会
を
開
く
。
総
会
で
は
、
本

年
度
の
事
業
計
画
や
予
算

年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な

ど
を
審
議
す
る

ど
を
審
議
す
る
。

5
月
㮇
日
に
総
会

24
広
島
県
冷
凍

空
調
工
業
会

日
本
電
設
工
業
協
会
中

　
日
本
電
設
工
業
協
会
中
国

支
部
（
迫
谷
章
支
部
長
）

支
部
（
迫
谷
章
支
部
長
）
の

事
業
報
告
会
と
広
島
電
業

事
業
報
告
会
と
広
島
電
業
協

会
（
同
会
長
）
の

会
（
同
会
長
）
の
第
　
回
通
回
通

5252

常
総
会
が

常
総
会
が
５
月
　
日
、
広
島

日
、
広
島

3131

市
中
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

市
中
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
広
島
で
開
か
れ
る

ホ
テ
ル
広
島
で
開
か
れ
る
。

広
電
協
の
通
常
総
会
は

　
広
電
協
の
通
常
総
会
は
午

後
４
時
か
ら
で
、
本
年
度

時
か
ら
で
、
本
年
度
の

事
業
計
画
案
や
予
算
案
な

事
業
計
画
案
や
予
算
案
な
ど

を
議
題
に
す
る
。
引
き
続

を
議
題
に
す
る
。
引
き
続
き

５
時
か
ら
は
電
設
協
中
国

時
か
ら
は
電
設
協
中
国
支

部
の
事
業
報
告
会
に
移
る

部
の
事
業
報
告
会
に
移
る
。

終
了
後
は
合
同
懇
親
会
も

終
了
後
は
合
同
懇
親
会
も
予

定
さ
れ
て
い
る

定
さ
れ
て
い
る
。

5
月
㮇
日
に
事
業

31

報
告
会
と
総
会

電
設
協
中
国
支
部

広
島
電
業
協
会

会
を
通
じ
て
、
組
合
員
へ

会
を
通
じ
て
、
組
合
員
へ
の

貢
献
を
目
標
と
す
る
各
種

貢
献
を
目
標
と
す
る
各
種
事

業
（
購
買
事
業
、
受
注
事
業

業
（
購
買
事
業
、
受
注
事
業
、

教
育
情
報
事
業
ほ
か
）
を

教
育
情
報
事
業
ほ
か
）
を
推

進
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま

進
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
　
　
・
　

年
度
に
お
け
る

年
度
に
お
け
る
役

2323

2424

員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
通

員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
。

▽
理
事
長
＝
小
田
克

　
▽
理
事
長
＝
小
田
克
仁

（
ホ
ク
エ
イ
設
備
工
業
）
▽

（
ホ
ク
エ
イ
設
備
工
業
）
▽
副

理
事
長
＝
平
本
和
雄
（
平

理
事
長
＝
平
本
和
雄
（
平
本

設
備
工
業
）
、
福
田
光
剛
（

設
備
工
業
）
、
福
田
光
剛
（
ア

リ
キ
）
、
中
岡
庸
浩
（
塩
田

リ
キ
）
、
中
岡
庸
浩
（
塩
田
工

業
）
▽
理
事
＝
横
山
典
玄
（

業
）
▽
理
事
＝
横
山
典
玄
（
横

山
工
業
所
）
、
河
野
好
英
（

山
工
業
所
）
、
河
野
好
英
（
ア

サ
・
テ
ク
ノ
）
、
盛
谷
一
生
（

サ
・
テ
ク
ノ
）
、
盛
谷
一
生
（
第

一
工
務
店
）
、
高
原
豊
明
（

一
工
務
店
）
、
高
原
豊
明
（
高

原
設
備
工
務
店
）
、
宮
本
輝

原
設
備
工
務
店
）
、
宮
本
輝
雄

（
宝
設
備
）
、
弘
中
則
忠
（

（
宝
設
備
）
、
弘
中
則
忠
（
弘

中
設
備
）
、
吾
藤
広
夫
（
広

中
設
備
）
、
吾
藤
広
夫
（
広
島

啓
発
工
業
）
、
櫨
友
宏
（
サ

啓
発
工
業
）
、
櫨
友
宏
（
サ
ヨ

総
合
設
備
）
▽
監
事
＝
生

総
合
設
備
）
▽
監
事
＝
生
駒

清
人
（
増
岡
工
業
所
）
、
本

清
人
（
増
岡
工
業
所
）
、
本
井

重
辰
（
安
芸
設
備
工
業

重
辰
（
安
芸
設
備
工
業
）

人
手
不
足
な
ど
多
く
の
課

人
手
不
足
な
ど
多
く
の
課
題

が
山
積
し
、
企
業
に
と
っ

が
山
積
し
、
企
業
に
と
っ
て

は
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代

は
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
に

直
面
し
て
い
る
」
と
し
た

直
面
し
て
い
る
」
と
し
た
上

で
「
そ
の
中
を
生
き
抜
い

で
「
そ
の
中
を
生
き
抜
い
て

い
く
た
め
に
も
新
技
術
、

い
く
た
め
に
も
新
技
術
、
新

工
法
、
新
ル
ー
ル
な
ど
時

工
法
、
新
ル
ー
ル
な
ど
時
代

に
即
し
た
必
要
な
情
報
を

に
即
し
た
必
要
な
情
報
を
し

っ
か
り
発
信
し
て
い
く
と

っ
か
り
発
信
し
て
い
く
と
と

も
に
、
前
理
事
長
の
意
思

も
に
、
前
理
事
長
の
意
思
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
皆
さ

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
皆
さ
ん

と
一
丸
に
な
っ
て
取
り
組

と
一
丸
に
な
っ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
関
係
者
に
対
し
て
よ

べ
、
関
係
者
に
対
し
て
よ
り

一
層
の
理
解
と
協
力
を
呼

一
層
の
理
解
と
協
力
を
呼
び

か
け
た

か
け
た
。

正
会
員

　
正
会
員
数
　

人
中
人
中
　

人

3939

3232

（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し

（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し
た

総
会
で
は

総
会
で
は
、　

年
度
事
業

年
度
事
業
報

2222

告
・
決
算
報
告
及

告
・
決
算
報
告
及
び
　
年
度
年
度

2323

事
業
計
画
案
・
収
支
予
算

事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案

な
ど
を
原
案
通
り
承
認

な
ど
を
原
案
通
り
承
認
可

決
。
　
　
年
度
の
事
業
計
画

年
度
の
事
業
計
画
に

2323
は
、
広
島
市
と
の
情
報
交

は
、
広
島
市
と
の
情
報
交
換

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
新
理
事
長
に
小
田
克

は
、
新
理
事
長
に
小
田
克
仁

副
理
事
長
を
選
任
し
た

副
理
事
長
を
選
任
し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会

　
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

就
任
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

就
任
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小

田
新
理
事
長
は
「
資
材
価

田
新
理
事
長
は
「
資
材
価
格

の
高
騰
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

の
高
騰
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
遵
守
、
働
き
方
改
革

ス
の
遵
守
、
働
き
方
改
革
、

　
広
島
市
管
工
事
業
協
同

広
島
市
管
工
事
業
協
同
組

合
（
宮
本
輝
雄
理
事
長
）

合
（
宮
本
輝
雄
理
事
長
）
は
　1313

日
、
広
島
市
東
区
の
ホ
テ

日
、
広
島
市
東
区
の
ホ
テ
ル

広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で

広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
第

　
回
通
常
総
会
を
開
い
た

回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

4141２
０
２
３

２
０
２
３
年
度
の
事
業
計

年
度
の
事
業
計
画

案
な
ど
上
程
さ
れ
た
全
議

案
な
ど
上
程
さ
れ
た
全
議
案

は
い
ず
れ
も
承
認
可
決
。

は
い
ず
れ
も
承
認
可
決
。
任

新
理
事
長
に
小

新
理
事
長
に
小
田田
氏氏

市管協が第41回通常総会

就任あいさつを述べる小田新理事長

成
）
」
の
認
定
を
受
け
、
広

成
）
」
の
認
定
を
受
け
、
広
島

県
内
に
営
業
所
を
有
す
る

県
内
に
営
業
所
を
有
す
る
こ

と
。　

年
度
以
降
に
延
床

年
度
以
降
に
延
床
面

1313

積
１
０
０

１
０
０
０
釈
以
上
の
公

以
上
の
公
共

施
設
の
基
本
構
想
ま
た
は

施
設
の
基
本
構
想
ま
た
は
基

本
計
画
を
策
定
し
た
業
務

本
計
画
を
策
定
し
た
業
務
実

績
―
な
ど

績
―
な
ど
。

業
務
内
容
は
、
基
本
構

　
業
務
内
容
は
、
基
本
構
想

の
策
定
（
基
本
理
念
、
方

の
策
定
（
基
本
理
念
、
方
向

性
の
整
理
な
ど
）
、
基
本

性
の
整
理
な
ど
）
、
基
本
計

画
の
策
定
（
導
入
規
模
・

画
の
策
定
（
導
入
規
模
・
機

能
の
検
討
、
立
地
選
定
、

能
の
検
討
、
立
地
選
定
、
施

設
計
画
な
ど
）
、
市
民
意

設
計
画
な
ど
）
、
市
民
意
見

の
聴
取
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ

の
聴
取
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
検
討
・
整
理
―
な
ど

ル
の
検
討
・
整
理
―
な
ど
と

す
る
。
市

す
る
。
市
は
　
年
度
予
算

年
度
予
算
に

2323

関
連
事
業
費

関
連
事
業
費
１
３
０
０

１
３
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る

を
計
上
し
て
い
る
。

現
時
点
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　
現
時
点
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
る
と

に
よ
る
と
、　

年
度
に
基

年
度
に
基
本

2323

構
想
・
計
画
を
ま
と
め

構
想
・
計
画
を
ま
と
め
、　
2424

年
度
か
ら
設
計
に
着
手

年
度
か
ら
設
計
に
着
手
す

る
。　

年
に
着
工
し

年
に
着
工
し
、　

年

2525

2626

度
中
の
供
用
開
始
を
目

度
中
の
供
用
開
始
を
目
指

す
。申

し
込
み
・
問
い
合
わ

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
建
設
部
監
理
課
（
電

は
、
建
設
部
監
理
課
（
電
話

０
８
２
７

０
８
２
７
―
５
９
５
９
―
２
１
６

２
１
６

０
）
。

日
ま
で
申
請
書
を
受
け

日
ま
で
申
請
書
を
受
け
付

け
、
け
、
６
月
９
日
に
開
札

日
に
開
札
す

る
。
履
行
期
間
は

る
。
履
行
期
間
は
２
０
２

２
０
２
４

年
３
月
　
日
ま
で

日
ま
で
。

2929

同
公
民
館
は

　
同
公
民
館
は
１
９
７
４

１
９
７
４
年

に
建
設
さ
れ
た
Ｒ
Ｃ
造

に
建
設
さ
れ
た
Ｒ
Ｃ
造
２
階

建
延
べ

建
延
べ
１
２
３
９

１
２
３
９
・
　

釈
の

2323

施
設
。
開
館
か

施
設
。
開
館
か
ら
　
年
近
く

年
近
く

5050

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
行

し
て
い
る

し
て
い
る
。

市
は
施
設
の
今
後
の
方

　
市
は
施
設
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

性
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
た

結
果
結
果
、　

年
度
に
機
能
向

年
度
に
機
能
向
上

2222

を
目
的
と
し
た
建
て
替
え

を
目
的
と
し
た
建
て
替
え
を

実
施
す
る
方
針
を
固
め
た

実
施
す
る
方
針
を
固
め
た
。

公
民
館
駐
車
場
に
隣
接

　
公
民
館
駐
車
場
に
隣
接
す

る
玖
波
消
防
屯
所
、
同
じ

る
玖
波
消
防
屯
所
、
同
じ
地

区
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

区
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ロ
ン
玖
波
の
機
能
も
集

ロ
ン
玖
波
の
機
能
も
集
約

し
、
新
た
に
複
合
施
設
と

し
、
新
た
に
複
合
施
設
と
し

て
整
備
す
る
。
建
設
地
は

て
整
備
す
る
。
建
設
地
は
業

務
の
中
で
検
討
し
て
い
く

務
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

入
札
参
加
資
格
は
市

　
入
札
参
加
資
格
は
市
の

「
調

査
・
計

画
（
計

画

「
調

査
・
計

画
（
計

画

作

を
整
備
す
る
。
基
本
構
想

を
整
備
す
る
。
基
本
構
想
・

計
画
を
策
定
す
る
た
め

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、　
1212

日
に
事
業
者
選
定
の
条
件

日
に
事
業
者
選
定
の
条
件
付

一
般
競
争
入
札
を
公
告

一
般
競
争
入
札
を
公
告
。　
2424

大
竹
市
は
、
玖
波
公
民

　
大
竹
市
は
、
玖
波
公
民
館

（
玖
波

（
玖
波
１
丁
目
）
の
建
て

丁
目
）
の
建
て
替

え
な
ど
地
域
の
公
共
施
設

え
な
ど
地
域
の
公
共
施
設
を

再
編
し
、
新
し
い
交
流
施

再
編
し
、
新
し
い
交
流
施
設

大 竹 市

玖
波
地
域
に
新
交
流
施
設

基
本
計
画
ななな
どどど

策
定
業
務
㮇
日
ま
で

24
建て替えを行う玖波公民館左梢と消防屯所

組
み
、
今
後
の
道
路
メ
ン

組
み
、
今
後
の
道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
あ
り
方
な
ど
を

ナ
ン
ス
の
あ
り
方
な
ど
を
紹

介
し
た
ほ
か
、
近
未
来
コ

介
し
た
ほ
か
、
近
未
来
コ
ン

ク
リ
ー
ト
研
究
会
の
十
河

ク
リ
ー
ト
研
究
会
の
十
河
茂

幸
代
表
は
、
「
予
防
保
全

幸
代
表
は
、
「
予
防
保
全
を

目
的
と
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

目
的
と
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
点
検
要
領
」
を

構
造
物
の
点
検
要
領
」
を
テ

ー
マ
に
、
現
在
中
心
と
な

ー
マ
に
、
現
在
中
心
と
な
っ

て
い
る
事
後
保
全
か
ら
脱

て
い
る
事
後
保
全
か
ら
脱
却

し
、
予
防
保
全
を
目
指
す

し
、
予
防
保
全
を
目
指
す
こ

と
の
重
要
性
、
そ
の
た
め

と
の
重
要
性
、
そ
の
た
め
の

手
法
に
つ
い
て
持
論
を
展

手
法
に
つ
い
て
持
論
を
展
開

減
ら
す
こ
と
で
脱
炭
素
社

減
ら
す
こ
と
で
脱
炭
素
社
会

の
構
築
に
つ
な
が
る
と
私

の
構
築
に
つ
な
が
る
と
私
た

ち
は
考
え
て
お
り
、
今
回

ち
は
考
え
て
お
り
、
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
そ
の
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
そ
の
た
め

の
考
え
方
や
調
査
、
点
検

の
考
え
方
や
調
査
、
点
検
、

補
修
の
技
術
を
ご
紹
介

補
修
の
技
術
を
ご
紹
介
す

る
。
事
後
保
全
か
ら
予
防

る
。
事
後
保
全
か
ら
予
防
保

全
へ
の
移
行
に
向
け
、
今

全
へ
の
移
行
に
向
け
、
今
回

の
内
容
が
技
術
者
の
皆
様

の
内
容
が
技
術
者
の
皆
様
の

光
明
と
な
る
こ
と
を
確
信

光
明
と
な
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
る
」
と
述
べ
た

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

講
演
で
は
ま
ず
、
中
国

　
講
演
で
は
ま
ず
、
中
国
地

方
整
備
局
道
路
部

方
整
備
局
道
路
部
の
髙
口
敏
口
敏

弘
道
路
保
全
企
画
官
が
「

弘
道
路
保
全
企
画
官
が
「
国

土
交
通
行
政
の
最
新
動
向

土
交
通
行
政
の
最
新
動
向
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
国
の

つ
い
て
」
と
題
し
、
国
の
　2323

年
度
予
算
概
要
や
笹
子
ト

年
度
予
算
概
要
や
笹
子
ト
ン

ネ
ル
の
事
故
後

年
間
の

ネ
ル
の
事
故
後
　
年
間
の
取

1010

美
津
濃
（
ミ
ズ
ノ
）
Ｇ
を
選

美
津
濃
（
ミ
ズ
ノ
）
Ｇ
を
選
定定

宇部市プロポ

恩
田
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備
・
管
理
運

恩
田
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備
・
管
理
運
営営

宇
部
市
は
、
恩
田
運
動
公
園
を
多
世
代
の
市
民
に
よ
り
身
近
に
利
用
さ
れ
若
者
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
場
所
と
し

　
宇
部
市
は
、
恩
田
運
動
公
園
を
多
世
代
の
市
民
に
よ
り
身
近
に
利
用
さ
れ
若
者
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
場
所
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
技
術
的
能
力
や
経
営
能
力
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
「
恩
田

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
技
術
的
能
力
や
経
営
能
力
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
「
恩
田
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備
・
管
理
運
営
業
務
」
の
事
業
者
選
定
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
実
施
し
た
結
果
、
美
津

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備
・
管
理
運
営
業
務
」
の
事
業
者
選
定
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
実
施
し
た
結
果
、
美
津
濃

グ
ル
ー
プ
（
代
表
企

グ
ル
ー
プ
（
代
表
企
業：

美
津
濃
）
を
優
先
交
渉
権
者
に
決
定
し
た

美
津
濃
）
を
優
先
交
渉
権
者
に
決
定
し
た
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
既

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存

施
設
の
改
修
だ
け
で
は
な

施
設
の
改
修
だ
け
で
は
な
く

ス
ト
ッ
ク
の
活
用
と
新
た

ス
ト
ッ
ク
の
活
用
と
新
た
な

魅
力
創
出
を
目
的
と
し
て

魅
力
創
出
を
目
的
と
し
て
い

る
た
め
、
設
計
、
建
設
、
維

る
た
め
、
設
計
、
建
設
、
維
持

管
理
、
運
営
を
一
括
で
民

管
理
、
運
営
を
一
括
で
民
間

に
委
託
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式

に
委
託
す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
を

採
用
。
施
設
整
備
後
の
維
持

採
用
。
施
設
整
備
後
の
維
持
・

管
理
運
営
を
見
越
し
た

管
理
運
営
を
見
越
し
た
設

計
・
整
備
に
よ
り
、将
来
の

計
・
整
備
に
よ
り
、将
来
の
全

体
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る

体
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
。

ま
た
、
都
市
公
園
法
に

　
ま
た
、
都
市
公
園
法
に
基

づ
く
設
置
管
理
許
可
施
設

づ
く
設
置
管
理
許
可
施
設
制

度
（
民
間
収
益
施
設
）
を

度
（
民
間
収
益
施
設
）
を
併

用
し
て
実
施
す
る

用
し
て
実
施
す
る
。

事
業
内
容
は
、
屋
根
付

　
事
業
内
容
は
、
屋
根
付
グ

ラ
ウ
ン
ド

ラ
ウ
ン
ド
（
　
ｍ
×
　
ｍ
×

5050

3030

７
ｍ
以
上
）
、
都
市
型
ス
ポ

ｍ
以
上
）
、
都
市
型
ス
ポ
ー

ツ
広
場
（
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

ツ
広
場
（
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、

３
×
３

３
×
３
、
ダ
ン
ス
で
利
用

、
ダ
ン
ス
で
利
用
で

き
る
広
場
）
、
に
ぎ
わ
い
交

き
る
広
場
）
、
に
ぎ
わ
い
交
流

施
設
（
飲
食
ス
ペ
ー
ス
、

施
設
（
飲
食
ス
ペ
ー
ス
、
多

目
的
ル
ー
ム

目
的
ル
ー
ム
３
０
３
０
０
釈
以

上
、
収
納
部
分

上
、
収
納
部
分
１
５
１
５
０
釈
以

上
）
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

上
）
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
野
球
や
フ
ッ
ト
サ
ル
な

（
野
球
や
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど

で
利
用
で
き
る
広
場
。
面

で
利
用
で
き
る
広
場
。
面
積

５
０
０

５
０
０
０
釈
以
上
、
両

以
上
、
両
翼
　7777

ｍ
以
上
、
防
球
ネ
ッ
ト

ｍ
以
上
、
防
球
ネ
ッ
ト
ほ

か
）
、
野
球
場
（
人
工
芝
、

か
）
、
野
球
場
（
人
工
芝
、
フ

ェ
ン
ス
ラ
バ
ー
と
ス
コ
ア

ェ
ン
ス
ラ
バ
ー
と
ス
コ
ア
ボ

ー
ド
は
改
修
。
内
外
野
人

ー
ド
は
改
修
。
内
外
野
人
工

芝
化
）
を
新
設
す
る
。
既

芝
化
）
を
新
設
す
る
。
既
存

の
俵
田
翁
記
念
体
育
館
ア

の
俵
田
翁
記
念
体
育
館
ア
リ

ー
ナ
や
陸
上
競
技
場
本
部

ー
ナ
や
陸
上
競
技
場
本
部
施

設
な
ど
は
改
修
す
る

設
な
ど
は
改
修
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
ア
ド
ベ
ン

　
こ
の
ほ
か
、
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
広
場
（
既
存
施
設
移

ャ
ー
広
場
（
既
存
施
設
移
設

や
健
康
遊
具
の
新
設
、
規

や
健
康
遊
具
の
新
設
、
規
模

は
提
案
に
よ
る
）
、
そ
の
他

は
提
案
に
よ
る
）
、
そ
の
他
公

園
施
設
（
緑
地
、
駐
車
場

園
施
設
（
緑
地
、
駐
車
場
、

駐
輪
場
、
構
内
道
路
、
屋

駐
輪
場
、
構
内
道
路
、
屋
外

照
明
、
規
模
は
提
案
に
よ
る

照
明
、
規
模
は
提
案
に
よ
る
）

を
整
備
し
、
旧
水
泳
プ
ー

を
整
備
し
、
旧
水
泳
プ
ー
ル

は
解
体
す
る

は
解
体
す
る
。

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

２
０
２
３

２
０
２
３
年
６
月
か
月
か
ら
　
月
1212

ま
で
施
設
解
体

ま
で
施
設
解
体
、　

年
６
月

2323

か
ら
　
年
３
月
ま
で
設
計

月
ま
で
設
計
・

2525

建
設
、
開
業
準
備
期
間
を

建
設
、
開
業
準
備
期
間
を
経

て
、　

年
４
月
に
新
設
エ

月
に
新
設
エ
リ

2525

ア
の
供
用
を
開
始
す
る
。

ア
の
供
用
を
開
始
す
る
。
維

持
管
理
、
運
営
期
間

持
管
理
、
運
営
期
間
は
　
年
2424

４
月
か
月
か
ら
　
年
３
月
ま
で

月
ま
で
の

3939

　
年
間
（
新
設
エ
リ
ア

年
間
（
新
設
エ
リ
ア
は
　

1515

2525

年
４
月
か
月
か
ら
　
年
間
）
。

年
間
）
。

1414

市
に
よ
る
業
務
の
費
用

　
市
に
よ
る
業
務
の
費
用
負

担
の
上
限
額

担
の
上
限
額
は
　
億
２
３
２

２
３
２

2626

７
万
３
０
０
０

３
０
０
０
円
。
内
訳
は

円
。
内
訳
は
、

設
計
・
整
備
な
ど
の
費

設
計
・
整
備
な
ど
の
費
用
　1818

億
５
１
０
０

５
１
０
０
万
円
、
ス
ポ

万
円
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
指
定
管
理
費
用

ツ
施
設
の
指
定
管
理
費
用
６

億
７
２
０
０

７
２
０
０
万
円
、
都
市

万
円
、
都
市
公

記念撮影のもよう（鈴江社長左梢と福岡三次市長）

し
た
し
た
。

ま
た
、
同
協
会
の
江
良

　
ま
た
、
同
協
会
の
江
良
和

徳
技
術
委
員
長
（
極
東

徳
技
術
委
員
長
（
極
東
興

和
）
は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

和
）
は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
健
康
寿
命
を
延
ば

造
物
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
の
維
持
管
理
の
考

た
め
の
維
持
管
理
の
考
え

方
」
と
し
て
、
劣
化
の
メ

方
」
と
し
て
、
劣
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
補
修
方
法
選
定

ニ
ズ
ム
や
補
修
方
法
選
定
の

基
礎
知
識
な
ど
を
伝
授
。

基
礎
知
識
な
ど
を
伝
授
。
芝

浦
工
業
大
学
の
濱
崎
仁
教

浦
工
業
大
学
の
濱
崎
仁
教
授

安 来 市
プロポ

 

レ
ー
ザ
計
測
・
資
源
解
析

森
林
航
空

申
込
書
㮇
日
ま
で

26

日
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

日
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

７
月
上
旬
に
選
定
結
果
を

月
上
旬
に
選
定
結
果
を
通

知
、
同
中
旬
に
契
約
を
締

知
、
同
中
旬
に
契
約
を
締
結

す
る
予
定
。
提
案
上
限
額

す
る
予
定
。
提
案
上
限
額
は

１
億
円
（
税
込
）
以
内
で
、

億
円
（
税
込
）
以
内
で
、
履

行
期
限
は

行
期
限
は
２
０
２
４

２
０
２
４
年
３
月

　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

2222
参
加
資
格
は

　
参
加
資
格
は
、　

年
度
以

年
度
以

1818

降
に
中
国
地
区

降
に
中
国
地
区
５
県
で
国

県
で
国
、

都
道
府
県
、
市
町
村
発
注

都
道
府
県
、
市
町
村
発
注
の

航
空
レ
ー
ザ
計
測
及
び
森

航
空
レ
ー
ザ
計
測
及
び
森
林

資
源
解
析
が
含
ま
れ
た
業

資
源
解
析
が
含
ま
れ
た
業
務

の
実
績
を
有
す
る
―
な
ど

の
実
績
を
有
す
る
―
な
ど
。

安
来
市
内
の
山
林
約

　
安
来
市
内
の
山
林
約
２
９

９
錫
を
レ
ー
ザ
計
測
し
、

を
レ
ー
ザ
計
測
し
、
森

林
の
詳
細
地
形
（
標
高
や

林
の
詳
細
地
形
（
標
高
や
傾

斜
等
）
及
び
森
林
資
源
（

斜
等
）
及
び
森
林
資
源
（
立

木
本
数
、
樹
種
、
樹
高
、

木
本
数
、
樹
種
、
樹
高
、
蓄

積
等
）
の
基
礎
デ
ー
タ
を

積
等
）
の
基
礎
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
と
と
も
に
、
成
果

集
す
る
と
と
も
に
、
成
果
を

活
用
し
た
森
林
の
多
面
的

活
用
し
た
森
林
の
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
資
す
る
ゾ
ー

能
の
発
揮
に
資
す
る
ゾ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
こ
と
が
目
的

ン
グ
を
行
う
こ
と
が
目
的
。

業
務
内
容
は
、
森
林
航

　
業
務
内
容
は
、
森
林
航
空

レ
ー
ザ
ー
計
測
、
森
林
地

レ
ー
ザ
ー
計
測
、
森
林
地
形

解
析
、
森
林
資
源
情
報
解
析

解
析
、
森
林
資
源
情
報
解
析
、

森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ
図
作
成

森
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ
図
作
成
、

打
ち
合
わ
せ
協
議
―
な
ど

打
ち
合
わ
せ
協
議
―
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は
、
農
林

　
問
い
合
わ
せ
は
、
農
林
水

産
部
農
林
振
興
課
（
電
話

産
部
農
林
振
興
課
（
電
話
０

８
５
４

８
５
４
―
２
３
２
３
―
３
３
３
３
３

５
）
ま
で

）
ま
で
。

園
の
指
定
管
理
費
用

園
の
指
定
管
理
費
用
１
億
　2727

万
３
０
０
０

３
０
０
０
円
（
い
ず
れ

円
（
い
ず
れ
も

税
込
）

税
込
）
。

は
、
「
歴
史
的
構
造
物
の

は
、
「
歴
史
的
構
造
物
の
保

存
・
修
復
～
鉄
筋
コ
ン
ク

存
・
修
復
～
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
現
状
と
課
題
～

ー
ト
造
の
現
状
と
課
題
～
」

に
つ
い
て
語
る
な
ど
、
産

に
つ
い
て
語
る
な
ど
、
産
学

官
か
ら

官
か
ら
２
日
間
で
延
べ

日
間
で
延
べ
　
人
1111

の
講
師
が
登
場
し
、
さ
ま

の
講
師
が
登
場
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
か
ら
補
修
に
役

ま
な
立
場
か
ら
補
修
に
役
立

つ
最
新
技
術
の
解
説
を
行

つ
最
新
技
術
の
解
説
を
行
っ

た
。

コ ン ク リ ート
メンテナンス協会

徳
納
会
長「
予
防
保
全
へ
の
光
明
に
」

補
修
・
補
強
フ
ォ
ー
ラ

補
修
・
補
強
フ
ォ
ー
ラ
ムム
㮇
が
始
動

が
始
動
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